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論 文 内 容 の 要 旨 
 
現行の司法・矯正システムでは，非行少年（以下、少年と略す）個人への働きかけが主であり，
かつ施設教育が中心となっている。非行を繰り返す少年の多くは，家族，社会とのつながりが希薄
である。少年と家族・社会とのつながりをどのように強化するのか，それに向けた支援とはどのよ
うなものになるのかという点については，十分に検討されていない。本研究では，家族，社会との
つながりの希薄さを，自己疎外，家庭内疎外，社会的排除の 3側面から捉え、これら 3側面が，非
行を引き起こしやすい要因となることに注目し，ここから回復することを立ち直りの基盤として位
置づけ，支援モデルを構築することが目的とされる。 
本研究は，序章、第 1部（１・２章）、第 2部（３・４・５章）、第 3部（６・７章）、終章から
成る。序章は、本研究の目的，論文の構成，用語の定義が記述されている。第 1部は、社会の中での
立ち直り支援に関する現状の司法・矯正システムにおける課題、立ち直り支援の鍵概念（「相互性」
「個別性」「プロセス性」）の提示が行われている。第 2部は、非行の深化の過程に，自己疎外，家
庭内疎外，社会的排除がどのように影響を与えるのか，の検討が行われている。第 3部は、社会の中
での立ち直り支援を考えるために、個人療法的視点及び親支援の視点から、少年・親支援における鍵
概念（同上）の妥当性が検討された。終章では、鍵概念（同上）を盛り込んだ新たな立ち直り支援モ
デルが提案された。各章の内容は、以下の通りである。 
 1章では，処遇を受ける少年の側からみた現在の司法・矯正システムの課題が，山地死刑因につい
て記した著作物をデータとして内容分析することにより明らかにされた。すなわち、矯正の専門機関
の処遇では先を見越した息の長い支援につながりにくい点，社会の中で人とつながることによる立ち
直りが目標となっていない点が，処遇を受ける少年から見た課題であることが明らかにされた。2章
では，少年を受け入れる地域コミュニティーが抱える課題が検討された。地域で少年を受け入れる必
要性について，いくらフォーマルに語られたとしても，インフォーマルな部分では少年はモンスター
として認知され，根深い排除感情がある。立ち直り支援を検討するうえで，地域コミュニティーの実
態として排除感情があることを無視するわけにはいかないことが明らかにされた。1・2 章の議論か
ら、立ち直り支援の鍵概念（「相互性」「個別性」「プロセス性」）の提示が行われた。3章では，移行
期としての青年期において少年は，心的な変化や親との関係性で生じる変化の大きさについていけず，
居場所のない不安に駆られることがあり，居場所のない不安を打ち消すために周囲に過剰適応をし，
ときに反社会的集団に同調し，非行の発現につながることが非行事例の検討により明らかにされた。
4章では，親との関係性が希薄であると，親に負の情動を抱えてもらう体験に欠け，その結果，自分
で負の情動を抱える力が育たない点について，薬物使用の非行事例での検討がされた。5章では，社
会的排除と再非行についての検討が行われた。矯正施設から退所する場合に引き受け手がいない，あ
るいは定まらないことが予想される事例で，家庭裁判所が事前に引受け環境を調整することを命じた
事例を対象に，少年・家族・地域コミュニティーとの関係性の変化を検討したところ，自己疎外・家
庭内疎外が生じている事例では、事件が起きることで社会的排除を受け、それがさらに、家庭内疎外・
自己疎外を生み出し、再非行につながることが明らかにされた。6章では，自己疎外・家庭内疎外と
社会的排除の悪循環を断つ支援策について、個人療法的視点、すなわち少年が自己疎外・家庭内疎外・
社会的排除から回復するには，どのような支援を行っているのかという視点から検討が行われ、一定
期間をかけた，相互的な関係性の中で，少年の個別性を理解しようとする，継続的なプロセスが重要
であることが明らかにされた。7章の親支援の視点からは，子の非行で悩む自助グループへのインタ
ビュー調査から、対等な関係，本音の関わり，相互支援が支援の鍵となることが明らかにされた。第
2部・第 3部で取り上げた各事例の特徴を整理し、それらの特徴が「相互性」，「個別性」，「プロセス
性」の 3概念で説明できるか検討した結果、３つの鍵概念は妥当であることが明らかにされた。終章
では，「相互性」，「個別性」，「プロセス性」の 3 概念を実現させるには，固有の「人」とつながるこ
とが重要になることが明らかにされた。これらの検討をもとに，処遇機関だけでなく，民間の専門機
関や NPOも取り込んで，「人」で結びつける支援策が有効であると提案されている。「人」は，少年と
つながりのある，複数の人を核としている。この支援策では，処遇の終了という状況の変化，社会へ
の適応や自立に伴って変化する少年のニーズに対応し，処遇終了後も継続する支援となることが可能
である。この継続的な支援策を，「人－処遇モデル」から「人－援助モデル」への一連の支援策とし
て概念化が行われた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究の特徴は、第 1に、現行の司法・矯正システムが、再非行の抑止を少年個人の力に委ねるだけ
では限界があるという認識から、これに加えて家族，地域，社会が自己疎外，家庭内疎外，社会的排
除からの回復を支援することが，少年の非行からの立ち直りを支援することにつながることを導き出
していることである。第 2に、自己疎外・家庭内疎外が生じている事例では，事件が起きることで社
会的排除を受け，それがさらに，家庭内疎外・自己疎外を生み出し，再非行につながることを明らか
にしたことである。第 3に、自己疎外・家庭内疎外と社会的排除の悪循環を断つ支援策について、個
人療法，親支援のそれぞれについて，少年が自己疎外・家庭内疎外・社会的排除から回復するには，
どのような支援を行っているのかという視点から検討が行われ、3つの領域における共通する鍵概念
「相互性」，「個別性」，「プロセス性」の妥当性が確認されたことである。第 4 に、「相互性」，「個別
性」，「プロセス性」を軸にした支援策を検討した結果，この 3概念を実現させるには，固有の「人」
とつながることが重要になることを明らかにしたことである。第 5 に、この支援策を，「人－援助モ
デル」として概念化したことである。これは、非行少年の立ち直り支援モデルとして、司法福祉領域
におけるオリジナリティを有するものである。社会防衛的な色彩が強い司法福祉領域で、非行少年が
一人の人間として回復していくために何が必要であるかを明確に提示したモデルである。 
以上のように本研究は、非行少年の立ち直り支援に関する研究として司法福祉領域に新しいモデル
を提案していることが高く評価される。よって、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値する
ものと認めた。 
